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１．水と国土形成史の研究について

１．１ 国土形成の装置群としての水及び河川

多くの社会資本は、その整備に長い時間と多大なエネルギーを必要とするとともに、いったん整備

されれば長期にわたって国土や地域のあり方・人々の活動に大きな影響を与えます。このため、今後

の社会資本整備のあり方を考えるとき、現在活用されている社会資本がどのような使われ方をし、社

会の諸システムとどのように関わっているか、また、どのような歴史的変遷を経て今日に至っている

か、さらには、これからの社会の中でどのような役割が期待されるかなどに注目することが大変重要

です。

梅棹忠夫氏は 「近代世界における日本文明 （中央公論新社、 年）という著書の中で、文明、 」 2000
と技術の関係について、次のように述べておられます。

「わたしは文明を装置系・制度系と言っておりますが、その装置系の中心的な役わりをになっている

技術の問題をぬきにしては、文明をかたるわけにはゆきません 」( )。 p.200-201
「文明学の立場から技術を論じるとき、それは社会とのかかわり、とりわけ社会制度との関係におい

てとらえることがたいせつではないかとかんがえております。個々のテクニックではなく、それをう

みだす土壌としての社会システムに注目する必要があります。従来の技術論は、ある技術の源流はど

こか、どのような経路で伝達したかというような系譜論におもな関心がおかれていたようにおもわれ

ます。また工学的な技術論では、原理や材料、性能の評価に重点がおかれております。現実の社会に

生活している人びとの関係からとらえるという観点がぬけていたのではないでしょうか 」( )。 p.201-202
人間の生活システムを支える装置群として社会資本をとらえることができるということだと思いま

すが、社会資本の整備は、日本の文明、すなわち日本の社会システムをどのように作っていくのかと

いう事にも強く結びついているのではないかと考えられます。社会システムはそれぞれの国固有のシ

ステムですから、それぞれの国民が自らの手で、自らの知恵を持って作り出していくものだと思いま

す。我々がこれから日本の社会システムをどのような形にしていくのかという事は、いうなれば、国

民全体がどのようにコンセンサスを形成していくのかという事になると考えます。

社会システムと社会全体の関係を考える際、座標軸として、縦軸＝時間軸：歴史、横軸＝空間軸：

国際という二つの軸をおいて、日本の社会システムを見定める、というアプローチの仕方があるので

はないかと思います。縦軸＝歴史、横軸＝国際に着目して、国土形成のこれまでを把握し、これから

の日本社会のシステムの姿を検討する。この様なアプローチ、研究手法を、国土形成史の研究と考え

ています。本報告書では、縦軸＝歴史に着目点を絞って検討することとします。

社会システムというのは、それぞれの国、国民固有のシステムとして作り上げていかなければなら

ないものですが、特に、縦軸＝歴史に着目しますと、それは、長い歴史の積み重ねのうえに出来上が

っていくものであるということが言えると思います。

従って、明治以降のいわゆる近代日本の歴史に限らず、近世あるいは、それ以前からの我々の祖先

が築いてきた装置群が社会システムをどのように支えてきたかが、現代社会に生活する私達に直接・

間接に関わっているのではないかと考えられます。それはただ単に、どのようなものを我々の祖先が

作ってきたかということだけではなく、作られた装置群を使ってどのように社会システムを運営して

きたかということです。換言すれば、どのような社会システムを作りたいがゆえに、どのような装置

群を整備をしてきたか、そして、それがどのように現実の社会に生活している人々の役に立ってきた

のかを振り返ってみることは大変意義のある事と考えます。
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歴史的変遷の中に登場する社会資本は様々ですが、それらの中で装置群の重要な構成要素である

水や河川について、何人もの方が様々な観点から考え方を述べておられます。

例えば、エジプト文明の研究で有名な吉村作治氏は 「ＮＨＫスペシャル 四大文明 エジプト （日、 」

本放送出版協会、 年）の中で 「どんな優秀な人たちがいても、川とか湖、泉などがなければ人2000 、

間は生きてはいけないのだから、川は重要な文明の要素であるという意見もないがしろにすることは

できないであろう 」と言われています。。

また、大石久和氏と川島一彦氏は 「脆弱国土を誰が守る （中央公論 年 月号）の中で 「縄、 」 、1998 6
文時代末期から弥生時代初期にかけて、わが国社会は狩猟・採集の時代から水田耕作の時代へと歴史

的転換を果たした。水田耕作の開始と縄文海進後の海面の後退とともに人々は河川周辺の平地に定住

し集落を形成し、食糧生産力を増大させ、人口も飛躍的に増加したとされている。その過程を経て国

家が成立するとともに、文化や伝統も形作られていった。まさに氾濫原はわが国の文化そのものを形

成してきたのだが、現在では、国土の に当たる氾濫区域に人口の 、資産の が集中する10% 50% 75%
に至った 」と言われています。。

このように、水や河川は、国土の形成や人々の生活、あるいは文明や文化のあり様にまで大きな影

響を与えることが分かります。そこで本文では、特に、人と水ないしは河川との関わり方に着目して

国土形成史を概観することを試みることにします。
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２．５ 外国人が見た江戸時代の日本の河川

江戸時代の日本の状況について、当時来日した外国人が、どのように見ていたかを調べると、おも

しろいことが分かってきます。当時、長崎の出島にオランダ商館が設けられており、商館長はときど

き将軍に挨拶に行く旅をしています。その旅行には商館付きの医師も随行しており、彼らが、その旅

行記を残しています。彼らは長崎から江戸まで旅行して、その道中のいろいろな見聞を記録していま

すから、当時の日本の相当広範囲の地域の状況について知ることができるのです。江戸時代の初期

（ ～ 年）にケンペル、中期（ ～ 年）にツュンベリー、末期（ ～ 年）1690 1692 1775 1776 1823 1829
にジーボルトが、それぞれ、江戸旅行記を残しており、外国人から見た当時の日本の状況を知る貴重

な資料となっています。

彼らの旅行記から、水や河川に係る部分を以下に抽出してみます。記述からは、水や河川に関連

する社会資本が、農地開発・水田開発、舟運、治水、都市基盤等の様々な目的で、旅行途中の各地で

整備されている様子がうかがえます。

（ケンペル）

（ケンペル著、斉藤信訳「東洋文庫303 江戸参府旅行日記」平凡社、1977年より）

○（肥前国の城下町 「幅広く、規則正しく東や南に向かってまっすぐに通る町筋を横切って、運）

河や川が流れ、それを利用して人々は有馬湾まで行くことができる （略） 周囲数里にわたっ。

て、この地方は非常に肥沃な平野で、河川が貫流し、水門が作られていて、どこの田にも水を補

給することができる。そのために稲の栽培は少なからぬ収穫がある 」。

○（大坂と淀川 「水量の豊富な淀川という大きな川が、東から西へ町の全長に沿って北の地区を）

貫流し、それがこの土地に盛んな商業をおこし、富を得させたのである （略） これらの掘割。

や運河を通って入ってくる商品は、小舟で楽々と町に運ばれて陸上げされ、商人のもとに届けら

。（ ） 、 。れる 略 この川には 海から町へ行くまでに商人や諸侯の何千艘もの舟が往き来している

その川岸は両岸とも雑に積上げられた荒削りの石で築いた１０段、あるいはそれ以上の階段があ

るので、至る所で気軽に舟に出入することができる （略） この地の飲料水は少し泥臭くて悪。

い。けれども全国一のよい酒を飲むことができる （略 」。 ）

○（小田原 「酒匂（さかわ）川の岸に着いた。川はせいぜい三フィートばかりの深さであるが、）

水嵩が増した時には、ことにものすごい水勢となるので、岸には堤防を高く築き、決壊を防ぐた

めに藪をつくり、石が積んであった 」。

（ツュンベリー）

（ツュンベリー著、高橋文訳「東洋文庫583 江戸参府随行記」平凡社、1994年より）

（ ）「 、 。」○ 大坂 川岸には何百もの船がぎっしりと並び この大きな町の手広い商取引を物語っていた

○（三河地方 「旱魃下に当地では、行き届いた特有な方法で水を低地の耕作地まで引いているの）

を、私は何か所かで見た。雨が降ると河川は広がり水嵩も増すが、またすぐに海へ流れ出て水量

は少なくなる。これを利用するために、農夫は全丘陵に数アールン幅でしばしば恐ろしく長い土

手を築き、そこにずっと水を導き、必要に応じて側面から下にある畑に水を流すのである 」。

（ジーボルト）

（ジーボルト著、斉藤信訳「東洋文庫87 江戸参府紀行」平凡社、1967年より）

○（舟運）商業や交通にとって同じように重要なことは湖や河の舟行である。淀川は近江の大きな

湖水に源を発し、商業の中心地大坂を近江・山城・河内だけでなく、丹波や伊賀地方とも結び、
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日本の心臓部における活発な商業の仲介をする。また隅田川や中川は住民の多い江戸にとっては

たくさんの支流をもつ水路として輸送に役立っている。他方大井川・瀬田川・安倍川のような河

川は舟の航行には不適だが、しかし渡し舟で盛んに往来して豊富な財源をもたらす 」。

○（肥前・筑前 「今日は一匹のカワウソが私のすぐ前から小川へ飛び込んだのでびっくりした 」） 。

○（小倉 「日本の地図ではこの川は蒲生川・志井川となっている（現在では紫川という （略）） ）。

この川は河口では非常に浅く、場所によってはほとんど一フィートの深さもない。そこで最近

その左岸から長さ百歩あまりの堤防を海に向かって作った。これは水の流出を延ばしそれによっ

て砂が堆積して浅瀬となるのを除くためである 」。

○（摂津 「道は今は水のないたくさんの河を越えて通じていたが、その河床には積み重なった河）

原石がいっぱいで底があがって高くなっているので、両側に堤防を築いて川を人工的に調整しな

ければならなかったほどである。そのために人々は竹を編んで石をいっぱいつめた蛇籠を使う。

（略） この川のほかにこの地方には非常に多くの用水路があり、とくに味泥（ ）村にひMitoro
とつの小川があり、その水は一五分の距離を木製の樋を通って稲田をこえて導かれ、水車で先へ

先へと流されていく。百年の努力は、ここでは険しい山から水が力強く流れ下って来ても、山の

麓に広がっている水田を氾濫から守り、また同時に旱魃が起こっても灌漑に備えることを可能な

らしめた 」。

○（枚方 「ことに左岸にある田畑は川そのものよりずっと低いところにあるので、洪水はそれだ）

け恐ろしい。それゆえ田畑を保護するために高い堤防が築かれている。この河の左に広がってい

る水田は、暗渠を通して水を入れることができるようになっている。その暗渠は一八フィートの

深さで堤防を貫通し水田に流れ込む。堤防の中央にはいつでも溜池が掘ってあって、その池の底

には水門があり随意に調節することができる。枚方村のすぐ近くの、こういう排水渠のところで

私は水位計を見つけた。日本の尺度できっちり一尺ずつに目盛りしてあった。私は、人々が洪水

の危険を知らせるために、こういう方策を講じているのだと聞いた 」。

○（名古屋 「それからわれわれは手入れのゆきとどいた橋を渡り、日光川を越えて進んだ。この）

川はふたつの堤防の間の、稲田より高い所にある河床を流れている。私は旅行中にしばしばこん

なに高く積み上げた堤防のある河川に気づいたが、そのために旱魃が襲ってくる時に水田の灌漑

に心配ないばかりでなく、雨期や暴風雨の時に洪水も防いでいるのである。並行に走るまっすぐ

の緑の岸には木が植えてあり、私にオランダの運河を思い起こさせた 」。

○（江戸 「隅田川では北から南のはずれまで、ことに暑い夏の日には無数の遊山舟が行き交い、）

遊興の様々な場面が橋の上で押し合う一般庶民の前に繰りひろげられる 」。

○（伏見、淀川 「大阪ゆきの舟に乗り有名な淀川を下る。西南日本の諸大名がしばしば往来され）

るので、舟の設備はたいへんよい。これはオランダのトレックスホイテン（馬の引くひき船）を

思い出させ、その快適さに関しては甲乙をつけがたい 」。

○（大坂 「市街の西南の海に面した地区は、たくさんの運河や堤防で分断され、運河は深く市中）

に延び、町そのものは周囲を幅広い運河で囲まれ、他の地区でもかなり左右対称にせまい水路を

周囲にめぐらし、区画されている。一般にこの大商業都市の構造から考えて、町の大部分は流れ

込んでくる多数の河川および海岸から利益をえていると結論を下すことができる （略） しか。

しそこに停泊したり安治川や木津川に入港する船の数はおびただしく、平均して約千隻の大小船

舶が大坂湾に停泊しているものと思われる。この町は全国内商業の中心で、各地方の主要な産物

はここに集められ、そして再び全国各地に送り出される （略） 淀川の支流安治川の岸に沿っ。
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、 。（ ） 、てそこここにシダレヤナギがあって この付近の美しさを高めていた 略 大坂の町からは

特別な設備をして糞尿を積んだ汚穢（おわい）舟がよくやってくるが、これは日本中で使われて

いる肥料で、夏期にいろいろな野菜や穀物に施すのが普通である。そのため六、七および八月に

はすべての地方、とくに大都会周辺の地方は悪臭に満ちていて、すばらしい自然を楽しむのにた

いへん妨げとなることがよくある 」。

彼らの見聞を要約すると、

○舟運が発達していて、物資の輸送にたいへん役立っている。

、 、 。○特に 大坂と江戸における舟運の役割は大きく 日本の心臓部の活発な商業の基礎になっている

○河川には高い堤防が築かれて洪水の氾濫を防ぎ、一方、かんばつのときには低地の水田に水を供

給している。

○石積、蛇籠、河口閉塞を防止する導流堤が設置されている。

○量水標が設置されて、水防活動を行っている。

などであり、舟運を除いて、現在、河川管理で使われているほとんどの技術が、江戸時代にすでに使

われていたということができます。また、最近では「高い堤防」と言うとネガティブに評価される雰

囲気にありますが、当時の外国人は洪水にも干ばつにも、どちらにも対応できるものとして、積極的

に評価している点は注目されます。

また、九州のカワウソ、隅田川のレジャー舟、大坂ゆきの船の快適さ、安治川の岸のシダレヤナギ

など、生態系、景観、レジャーに関して、現在においても、大いに参考になる状況や整備が行われて

いたことも注目に値します。
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３．明治時代における水と国土形成史

３．１ 明治初期の内務卿と政策

舟運のための低水路工事を中心に行ったという明治初期の河川改修としてよく言われているのは、

ことです。しかし、もう少し詳しく見てみると、政治指導者によって国土政策が、あちらこちらに行

ったり来たりした時代であると言うことができます。

明治初期の内務卿とその政策の概要を 「内務省の河川政策 （山崎有恒）をもとに整理して示す、 」

と表－８のようになります。

表－８ 明治初期の内務卿と政策

（ 「 」 ）山崎有恒 内務省の河川政策 高村直助編｢道と川の近代｣山川出版社､ 年､ より作成1996 p.69-108

明治 ６年１２月 大久保利通 内国水運網の整備推進
オランダ技術者の登用

明治１１年 ５月 伊藤博文 大久保の政策を踏襲

明治１２年 ２月 松方正義 舟運の否定、鉄道の推進

明治１４年１０月 山田顕義 無策

明治１６年１２月 山県有朋 大久保の政策への復帰
内務省へのてこ入れ

明治 年に大久保利通が内務省を創設して自ら内務卿になります。大久保は、河川舟運を発達させ6
て国内水運網をつくり、さらに、これと海運網とを連動させて一大交通網をつくるという構想を持っ

。 、 、 。て政策を進めました そのために ファン・ドールン等 オランダの技術者を最大時で８人雇います

その代表的なプロジェクトが、北上東名運河と野蒜築港です。

図－３２は、利根川水運における外輪蒸気船通運丸です。全長 で船体の両側面につけた水車22m
を回転させて進み、銚子と東京の間を 時間で結びました。鉄道網が発達する以前の段階において18
は、このような舟運も、その機能を十分発揮していたのです。

図－３３は、野蒜築港の図です。鳴瀬川の河口において野蒜築港を行い、さらに、この野蒜港と北

上川を結ぶ水路として北上運河を掘り、野蒜港と仙台方面を結ぶ水路として東名運河を掘ります。こ

れらの工事は、明治 年に着手され明治 年には大体完成しましたが、明治 年には、台風の波浪に11 15 17

より突堤が破壊されます。そして、その後は、復興をしないまま放棄されてしまいました。

明治 年に、伊藤博文が内務卿になります。伊藤は、大久保の政策を基本的に踏襲しました。11

、 、 、 。 、しかし 明治 年に松方正義が内務卿になりますが 松方は 全く逆の政策をとります すなわち12

舟運を否定し、鉄道建設を推進します。そこで、雇っていたオランダの技術者をほとんど解雇するこ

とになります。デレーケ等１人～２人は残りますが、基本的にはオランダ人技術者をクビにしてしま

います。また、疎水事業の目的から舟運を排除し、疎水事業を内務省から農商務省へ移管します。そ

れから、河川管理については、国から府県に移管してしまいます。
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３．２ 明治中期以降における近代的治水事業

明治維新直後においては、前述のように、内務卿が変わるたびに政策が変わり混乱しましたが、そ

、 。 、 、の混乱を追いかけるようにして 水害が全国で頻発するようになります 利根川では明治 年 年18 23

年、淀川でも明治 年、 年、それから木曽川では明治 年、 年、 年と水害が続きます。その29 18 22 18 21 26

ため、全国的に水害対策に対する要求が高まり、そういった要求を受けて、明治 年に旧河川法が制29

定されます。この旧河川法が制定されたことによって、水や河川に関連する事業は、低水工事から高

水工事を中心とした河川改修に次第に移っていきます。

また、技術者にしても古市公威をはじめとして、外国留学から帰国した技術者などが育ち始め、河

川改修の実務を担当する体制も次第に整ってきます。

表－９に、旧河川法制定後の直轄河川改修工事の着手状況を整理しています。従来、河川工事とい

うと、基本的には低水工事であり若干国庫補助が入っていました。また、高水工事については、府県

の分担という位置づけになっていました。それが、この旧河川法ができた後は、直轄による高水に対

応する河川改修工事が始まりました。木曽川においては、従来から低水工事を国庫負担、高水工事を

県負担で行っていましたので、それを継続して行う形になっています。また、淀川は明治 年、筑後29

川は明治 年に、利根川については、若干遅れて、明治 年に直轄河川改修工事に着手しています。29 33

表－９ 旧河川法制定後の直轄河川改修工事の着手状況

（西川喬著「治水長期計画の歴史」水利科学研究所、 年、 ～ より作成）1969 p.17 20

木曽川 （継続して実施） 庄川 （明治３３年）

・低水工事：国庫負担 九頭竜川 （明治３３年）

・高水工事：県負担 遠賀川 （明治３９年）

澱川 （明治２９年） 信濃川 （明治４０年）

筑後川 （明治２９年） 吉野川 （明治４０年）

利根川 （明治３３年） 高梁川 （明治４０年）

これらの河川のうち代表事例として、利根川の改修工事について見ると、明治 年から昭和 年と33 5
いう、それほど長くない期間で大変な区間の工事が行われています（表－１０ 。第１期、第２期、）

第３期と分けて工事が行われて、下流から中流、中流から上流に向けて工事が行われました。まず、

河口から佐原町の が行われ、更にそれに引き続いて中流の佐原から取手までの 、それから42 52km km
上流の取手から白根村までの が行われました。これらはかなり長い区間ですが、約 年間で110 km 30
実施されました。もちろん、現在の堤防から見るとかなり貧弱な堤防だったと思われますが、利根川

の基本的な川筋というのは、この時期に確定されたと言えます。その他に、支川筋として、渡良瀬川

改修工事が遊水池も含めて行われています。さらに、江戸川についても、河口から関宿まで 、59km
それから中川の改修工事についても が行われています。25km
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表－１０ 利根川の改修（Ｍ．３３～Ｓ．５）
利根川百年史編集委員会・国土開発技術研究センター編

「利根川百年史」建設省関東地方建設局、 年より作成1987

利根川第一期改修工事 河口～佐原町、４２ｋｍ
（ ． ． ）Ｍ ３３～Ｍ ４２

利根川第二期改修工事 佐原町～取手町、５２ｋｍ
（Ｍ．４０～Ｓ．５）

利根川第三期改修工事 取手町～芝根村（現･玉村町 、１１０ｋｍ）
（Ｍ．４２～Ｓ．５）

渡良瀬川改修工事 渡良瀬川遊水池含む
（Ｍ．４３～Ｓ．１）

江戸川改修工事 河口～関宿町、５９ｋｍ
（Ｍ．４４～Ｓ．５）

中川改修工事 葛飾区～松伏領村（現･松伏町 、２５ｋｍ）
（Ｔ．５～Ｓ．４）

行われた改修というのは、治水を主な目的としていましたが、利根川の第１期改修明治中期以降に

工事の改修目的を見ると、霞ヶ浦及び北浦沿岸で新たに約 町歩あまりの土地ができるというふ1,500

うに記されています。それから、第３期改修工事においても、木野崎では 町歩の土地を生み出1,500

。 、 、すことができると記されています 従って 旧河川法の制定にともない治水が主目的になりましたが

、 。この時代においても 江戸時代から行われていた新田開発の思想が引き継がれていたと考えられます

もう一つの事例として、淀川においても、明治 年から 年にかけて、現在の淀川筋にあたる新淀29 43

川が 開削されます（表－１１ 。そして、旧淀川、いわゆる旧川については締め切られます。16km ）

この事業の目的も、基本的には治水です。ただ、時を同じくして大坂市が大坂港を築港します。淀川

河口は、江戸時代から河口閉塞に悩まされていましたが、新淀川を開削することによってそれが防止

、 、 。 、 、されるようになり それを見込んで 大坂港を造るということです そういうことから この事業は

治水の目的以外に築港の目的があったと考えられます。

表－１１ 淀川の改修（Ｍ．２９～Ｍ．４３）
淀川百年史編集委員会編「淀川百年史」建設省近畿地方建設局、 年 及び 豊田武・1974
藤岡謙二郎・大藤時彦編「流域をたどる歴史 五 近畿編」ぎょうせい、 年より作成1978

下 流 区 間 河口～伏見町 約４６ｋｍ
（新淀川の開削１６ｋｍを含む）

別途、大阪市が大阪港を築港
（明治３０年～昭和３年）

瀬 田 川 筋 琵琶湖口から下流５.５ｋｍ
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４． 社会資本整備の事業目的と現在の意義

これまで、水や河川に関連する社会資本整備を、江戸時代や明治時代について関東地方と近畿地方

を中心に見てきました。整備の目的は、水田開発・農地開発、舟運、治水、都市基盤整備等、多岐に

わたり、当時の社会的背景や時代の移り変わりに合わせて、その目的も多種多様に変化しています。

表－１２は、水や河川に関連する社会資本の目的や意義について、それらの時代的変化に注目して

整理したものです。江戸時代以前、江戸時代、それから明治時代に分類し、事業内容、当時の事業目

的、現在の事業の意義について整理しています。

表－１２ 水を中心とした社会資本の整備と整備目的の変遷

事業内容（代表的な事例） 当時の事業目的 現在における
社会資本の意義

江戸時代以前 ○奈良盆地における大和川支川の開発 農業用水の取水 農業用水
（堰 、ため池、）
舟運

江戸時代 ○利根川 水田開発、舟運、
・利根川の瀬替（東遷） （治水） 治水

○淀川
・安治川の開削 舟運 （治水） －、
・大和川の付替 水田開発 治水 治水、（ ）

明治 前期 ○低水路工事 舟運 －
時代 ○野蒜築港、北上・東名運河の開削 舟運 （景観）

○琵琶湖疎水 舟運、都市用水、 都市用水、発電、
発電 観光（景観）

中期 ○利根川の改修 治水 新田開発 治水、（ ）
以降 ○淀川の改修 治水、大阪港築港 治水

（流砂流入防止）

本文では、江戸時代以前についてはほとんど触れておりませんが、江戸時代以前の水や河川に関連

する社会資本整備の代表的な事例として、大和盆地における大和川支川の開発が挙げられます。大和

川流域は、古墳が多数建設されるなど古代政権の中心地であり、古くから河川との関わりが見られま

す。水田耕作等の用水源として利用され、日本書紀にため池の建設が記され、万葉集に水運が記され

る等、大和川支川では古くから農業用水の取水や舟運のための開発が行われました。現在では、舟運

、 。の目的はなくなっていますが 農業用水としてあるいは治水目的のためにその役割を果たしています

江戸時代では、まず、利根川の瀬替、すなわち東遷が挙げられます。これは基本的には水田開発、

舟運を目的として行われ、それらの目的を達成するために治水を行いましたが、現在では、事業の意

義は、治水に移ってきていると考えられます。

次に、淀川については、安治川の開削を 年に河村瑞賢が行いますが、これは基本的に舟の出入1683

りを確保するために行ったものであり、舟運の目的といえます。多少、都市内の排水という目的もあ

りましたので、治水にも役立っていました。現在では治水上の意義が極めて高くなっていると考えら

れます。さらに、大和川の付け替えについては、これはもちろん治水に役立っていますが、旧川筋の
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水田開発に大きな魅力を感じて行われました。現在における事業の意義は、基本的には治水であると

考えられます。

明治時代前期については、低水路工事が舟運のために行われましたが、これは、現在では、現在の

河川断面にのみ込まれているという状況です。また、野蒜築港、北上東名運河の開削も舟運のために

、 、 。 、 、行われましたが 放棄されましたので 現在の意義としては何もありません しかし 運河の存在が

この地域を特徴付けるものとして既に欠かすことのできないものになっており、北上川下流地域の景

観を形成するうえで、重要な役割を果たしていると言えるのではないでしょうか。琵琶湖疎水は、舟

運、都市用水、発電という目的で行われましたが、現在、舟運はなくなっていますので、都市用水、

発電が今日まで引き継がれた役割になっています。他に、直接の目的になっていませんが、観光、あ

るいは景観に非常に役立っていると思います。

明治中期以降の利根川の改修については、この頃になりますと、現在に近い時代になっていますの

で、治水が主目的で、新田開発の目的が若干入っていたということです。現在でも治水上の意義には

大きなものがあります。淀川の改修については、治水と大坂港を造るという目的がありましたが、現

在では河口閉塞もなくなり治水上の意義が大きいと考えられます。

表－１２に示すような装置群が江戸時代や明治時代にかけて整備されましたが、その結果としてど

の様な影響を社会に及ぼしたかということを利根川流域の人口の変化で見たのが、表－１３です。本

来は、利根川の氾濫域における人口の変化を見れば一番いいのですが、データがないので、流域にお

ける人口の変化で見ています。明治 年と昭和 年を比較しています。それぞれの地域で人口は増え40 55

、 。ていますが 特に低平地を流れる江戸川と中川筋で人口が驚異的に増えているということが言えます

要因は、河川改修だけではないと思いますが、少なくとも河川改修という装置があることによって、

こうした人口の増加が可能になったということは言えましょう。

表－１３ 利根川流域における人口の変化
利根川百年史編集委員会・国土開発技術研究センター編

「利根川百年史」建設省関東地方建設局、 年、 より作成1987 p.117

流域名 明治４０年 昭和５５年 Ｓ５５／Ｍ４０
（千人） （千人）

利根川上流 ９０８ １，７９６ １．９８

渡良瀬川 ６４７ １，１９５ １．８５

鬼怒川 ２３０ ４３５ １．８９

小貝川 ２３８ ４４８ １．８８

常陸利根川 ３８７ ７８９ ２．０４

利根川下流 ４９１ １，６９９ ３．４６

江戸川 １４１ ８８７ ６．３０

中川 ５９７ ２，７５８ ４．６２

合計 ３，６３８ １０，００５ ２．７５
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○適切に整備された社会資本は、時代を超えて、各時代の社会システムと密接に関連しながら、時に

はその事業目的まで変えて長く活用されるものである。一つの事業が、多岐にわたる意義を発揮す

ることもあるし、人は、社会情勢の変化に応じて、社会資本を活用し続けることもできる。

○適切な社会資本整備を行うためには、地道な努力が重要である。社会資本は、一朝一夕に整備され

るものではなく、大地を相手にして着実に整備されるものである。ましてや大地には多くの人が住

んでいる、もしくは、これから住もうとしており、社会資本の整備はその前提に立って進めなけれ

ばならない。明治時代の初期に見られた政策の混乱のように、単なる政治的な思いつきだけでは、

適切な社会資本整備は行うことはできない。現地をしっかりと見て、総合的な判断をして、着実な

整備をしていくことが必要である。




